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　第 389 回研究報告会（2026 年 7月 27 日）
　「教師に不満を持つ保護者との会話の運び方」

金山　佐喜子（天理大学人文学部准教授）

2007 年に「特別支援教育」が学校教育法に位置づけられ、
すべての学校において、特別な支援を必要とする幼児、児童、
生徒の支援をさらに充実させていくこととなった。特別支援
教育においては、幼児、児童、生徒の学習上又は生活上の困
難を理解し、個別の教育的ニーズに対して、複数の関係者が
チームとして対応していくことが求められる。そして、その
チームには、教師や心理職等の職業的援助者だけでなく、子
どもの保護者も含まれる。なぜなら、保護者は「子どもをよ
く知る専門家」であり、その意味でチームのパートナーでも
あるからである。よって、教師と保護者には協働的関係が期
待されるが、実際には両者が常に良好な関係にあるとは限ら
ない。とりわけ、特別支援教育をめぐる現状においては、教
師に不満を持ち、教師が変わることを望む保護者は少なくな
い。報告会では、この点に関する実践的討議を行った。

「おさしづ」にみる教会の展開
澤井　治郎（天理大学人文学部准教授）

以前に『グローカル天理』誌上で、「おさしづ語句の探求」と
いう連載を書いたときには「道」という言葉に注目して、「おさ
しづ」のなかで「道」はどのように説かれてきたのかを明らか
にしようとした。そうした視点で「おさしづ」を読み進めるな
かで感じていたのは、天理教のなかに教会が多く発展していっ
たということは、「道」と呼びならわされてきたこの信仰伝統に
どのような影響をもたらしたのだろうか、結局のところ、天理
教にとって教会とはどういう場所なのかという疑問であった。
そこで本連載では、一般教会に関する「おさしづ」の割書に

注目して、当時の信仰者たちが教会に関して何を願い、何を伺っ
ているかを読み解くことによって、かれらが教会をどのように
捉え、天理教の教会のあり方をどのように作りあげてきたのか
を考察することにしたい。

事前申し込みは不要です。
直接会場にお越しください。

2026 年度おやさと研究所　公開教学講座
「布教伝道と伝道学」

第１回　4月 25 日（土）	 伝道学入門―丸川仁夫『伝道学概論』から考える　　　　　　　    堀内みどり 主任（終了）

第２回　5月 25 日（月）	 異文化伝道論１―イスラームの宣教活動に学ぶ　　　　　　　　澤井 真 研究員（終了）

第３回　6月 25 日（木）	 異文化伝道論２―コンゴでの伝道とその課題		              森 洋明 研究員（終了）

第４回　7月 25 日（土）	 異文化伝道論３―ブラジルから日本へ：在日ブラジル人の布教    中西光一 研究員（終了）

第５回　9月 25 日（金）	 伝道史の探究１―明治時代における教会設置		              澤井治郎 研究員

第６回　10 月 25 日（日）	 伝道史の探究２―戦前・戦中の北米伝道	 　　　　 　　　　　　 尾上貴行 研究員

第７回　11 月 25 日（水）	 伝道史の探究３―『天理教伝道者に関する調査』を読む	             岡田正彦 研究員

第８回　12 月 25 日（金）	 伝道学の展開１―天理大学史の中の「宗教学科」　　　　　　　  島田勝巳 研究員

       第９回　1月 25 日（月）	 伝道学の展開２―時代の動きと道の「時旬」　　　　　　　　　  金子 昭 研究員

　  第 10 回   2 月 25 日（木）	 伝道学の展開３―帝国時代とポスト帝国時代の海外布教戦略　    井上昭洋 所長

新連載執筆のねらい

日時：毎月 25日　13：00 ～ 15：00
会場：天理大学研究棟３階　第１会議室
※但し、第 10回（２月）はふるさと会館大ホール（九号棟）


